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物価高騰対策として、市民や事業者を支援する以下の施策が決定しました。
6月定例会の一般質問で物価高騰対策を要求させて頂き今回の実現にいたりました。

【修学旅行費補助事業】
保護者の経済的負担を軽減するため、修学旅行費を補助します。
■対象者
・市内の小中学校及び刈谷特別支援学校に通う児童生徒
・市内在住で市外の特別支援学校に通う児童生徒
■ 補助額
・小学校：1人当たり上限20,000円 ・中学校：1人当たり上限40,000円

■高校無償化
高校の授業料を国が支援。
2025年度から所得制限が撤廃
され対象が拡大。
公立高校は、2025年4月から、
私立高校の拡充は、2026年4月
から。

■103万円の壁の引き上げ
給与所得者の所得税が発生する年収が103万円から
最大160万円に拡大。年収によって納税者ほぼ全員に
年２万円～４万円が減税。年末調整や源泉徴収から
反映。引き上げにより、パート・アルバイト労働者
の手取りが増え、労働時間調整の必要性が減少し、
女性の社会進出や人手不足解消が期待されます。

公明党により国の施策が大きく前進!

【市民生活支援事業】
◆ 水道基本料金の4か月分免除

市民の負担軽減のため、水道料金の基本料金を免除します。この
財源の一部は、地域の実情に合わせた物価高対策として公明党が
推進した国の「重点支援地方交付金」が使われます。

・北部地域：1月及び3月検針分（11月～2月使用分）
・南部地域：12月及び2月検針分（10月～1月使用分）

◆ 商業者応援デジタルクーポン事業
市LINE公式アカウント登録者向けにデジタルクーポンを発行します。

・実施期間（予定） 第1弾：令和8年1月14日～1月28日
第2弾：令和8年2月 4日～2月18日

・クーポン内容（予定）
1,000円以上の支払いで使える300円割引クーポン（10枚/期間）
※ 1回の支払いで最大5枚まで利用可能



近年、外国人住民の増加により地域の多様性が広がる一方、言葉や文化の違いから摩擦も
生じています。刈谷市が誰もが安心して暮らせるまちであり続けるには、偏見や誤解をなく
し、互いの文化を尊重し合う意識を育むことが大切です。生活習慣やゴミ分別、防災行動な
ど地域ルールを丁寧に伝える啓発・教育を進めるとともに、ルール違反者には厳正に対応す
る姿勢も必要です。こうした取り組みは市民の理解を深め、歩み寄りのきっかけにもなりま
す。今回の一般質問では「多文化共生社会の実現」をテーマに取り上げました。

外国人住民に対する偏見や誤解をなくし、互いの文化を尊重し合う意識を育てる
ために刈谷市はどのような取り組みをしているか

昨年、第２次多文化共生推進計画を策定し、国籍にかかわらず全ての人が尊重
し、交流や協働がひろがるまち刈谷を目指し様々な取り組みを推進。日本語が話
せない外国人を対象とした日本語教室や、市職員向けのやさしい日本語の啓発研
修を実施。外国人市民の講師で小中学校や高校での「ワールドスタディ講座」の
開催。多文化交流フェスタやワールドキッチン、ストリートホッケー体験交流会
など多くのイベントを通じて交流を深めており、国籍、性別に関係なく多様な人
々が集まり野菜づくりに取り組む「ワールド・スマイル・ガーデン一ツ木」や
「輪～るど・ビレッジ小垣江」の活動支援を実施している。
国際交流が期待される来年開催のアジア・アジアパラ競技大会では、若者や
子どもたちへ国際理解や障がい理解の促進をどのように進めるのか

アジア・アジアパラ競技大会は、アジアの４５の国と地域が参加され、刈谷市
は「サッカー」「車いすラグビー」が実施予定。７月開催のジャパンパラ車いす
ラグビー競技大会で、放課後児童クラブの児童に試合観戦や競技体験を、また、
わんさか祭りでは、車いすラグビーの日本代表選手と楽しみながら交流を図るな
ど、多様性について考える貴重な場となった。今後は、市内の小中学校及び特別
支援学校において、児童生徒が異文化理解のため、アジア諸国の研究活動を授業
で行うほか、市内の国際交流に力を入れている高校、大学と連携し、アジア出身
の住民や留学生などを講師に関わっていただく予定。

質問

答弁

▼ 森前川沿い交差点
にカーブミラーを
設置 (野田町西田)

質問

答弁

▲ 森前川の土砂を除去
(野田町馬池)

▲ 吹戸川沿道にガードレールを設置
(野田新町)


